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西宮市フレンテホール    館長   衣 川大輔

西宮市のみなさん、こんにちは。

私たち「日本管財・文化律灘・HA2B共同事業体」が、西宮市フレンテホールの指定管理者として施設運営に

携わるようになって3年目の春を迎えました。

その間、大阪北部地震や新型コロナウイルス感染症など、人命そのものや人間の社会活動が脅かされる事態

にも直面し、施設の閉館を余儀なくされることもありました。

そのたびに繰り返し、こう問い直すのです。「公立の文化施設は何のために存在するのか」

答えの前に別の問いかけをしてみましょう。

自然災害など非常事態が発生したとき、災害そのものの怖さとは別に、人間の怖さを垣間見ることが増えた

ように感じませんか？

立場や意見の異なる他者に対する、あまりにも利己的で暴力的な、憎悪にも似た罵りの数々。

そういったことの原因はもちろん複合的なものですが、そのひとつとして共感力の欠如が挙げられると私た

ちは考えます。

相手の立場に立って考え、心情を察し、そこから一歩踏み込んで共感することができれば、非常事態の際の

“ギスギス感”に起因するストレスは、もう少し軽減されるのではないでしょうか。

アダム・スミスによれば、共感力の源泉は想像力です。そして、想像力を大いに刺激するものの代表格は

アートだ、と言い切っても間違いではないでしょう。

美しいもの、心地よいものだけではなく、醜いもの、厳しいものであっても、その表現に至った背景に思い

を馳せ、何かを感じ取ることができます。

人間は自らが表現したり、表現されたものを鑑賞して感じ取ること －アート体験－ を通して、知らず知らず

のうちに想像力を身につけていく生きものだと思うのです。

ここで最初の問いに戻ります。「公立の文化施設は何のために存在するのか」

私たちの答えはこうです。

「何かを表現したいすべての人が表現でき、鑑賞したいすべての人が鑑賞できる。そういったアート体験を

支援し、保障するために存在する」

これは、何年経とうが変わらない信念として、これからも心に刻み込んで、運営に携わってまいります。

みなさん、今後ともどうぞよろしくお願いします。


